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調査の概要
今後のコンプライアンス施策を展開するうえで必要な情報を収集するため、以下の方法・内容で調査を
実施した

調査背景 近年、職員による不適正事案が相次いでおり、組織として不適正事案の発生を防ぐ仕組みの構築
や職員個人のコンプライアンス意識の向上を図ることが求められている状況にある

調査目的 コンプライアンスに係る既存の取組についての職員の認知、認識及び実践状況に加え、組織風土や
業務プロセスの状況等を幅広く把握し、今後のコンプライアンス施策の展開に活かすことを目的とする

対象 知事部局に所属する全職員 5,728人

方法 無記名方式でのアンケート（電子申請システムのアンケート機能を利用）

期間 令和7年12月1日（月）～令和7年12月26日（金）

調査方法等

調査内容

職員のコンプライアンス意識や施策の理解度、組織風土の実態を把握するため、次のカテゴリでアン
ケートの設問（合計57問）を設定
• 属性（7問）
• 意識・価値観（14問）
• 既存コンプライアンス施策への理解度（19問）
• 組織風土・風通し（17問）

回答状況 回答数： 2,538件／回答率： 44.3% 
有効回答数： 2,534件／有効回答率： 44.2%



3

アンケート結果の分析結果
単純集計・クロス集計・回帰分析の結果を踏まえた分析総括は以下のとおり

# 設問カテゴリ 総括 単純集計 クロス集計 回帰分析

① 意識・価値観
(#08～21)

• 全体として高スコアを示しているが、具体的な設問
については低スコアを示す傾向が見られた

• 特に、#12(内部統制評価報告書の認知度)につい
ては、#25(内部統制通信の閲覧度)ほか4設問
(#13,36,20,38)との有意な関連があり、これらが認
知度の向上に大きく関連している可能性がある

• #16(職場でのコンプライアンス疑義事案の有無) に
おいて数値の逆転が発生しており、コンプライアンス
違反に関する理解度や感度について管理職と非
管理職間で差異が生じている可能性がある

• 全体として高スコア
• #10(組織へのロイヤル
ティ)、#12や#21等、具
体性のある項目への対
策要

• 管理職と非管理職との
間に大きな数値の乖離
がある

• 上記以外に、属性面で
の大きな乖離(5ポイント
以上の乖離)は検出さ
れなかった

• #12については、#25(ほ
か#13,36,20,38)との
密接な関連がある

• その他については統計
上の有意差なし

②
既存コンプライ
アンス施策への
理解度(#22～
40)

• 全体として(特に非管理職において)低スコアを示し
ているが、#32(チェックリストの活用度)については全
体平均・管理職・非管理職いずれにおいても一定
高スコアを示している

• リスク評価シートや不祥事時の報告ルート、内部統
制との関連性等(#36,38,39)については相互に有
意な関連があり、活用度の向上に相互に影響を与
えている可能性がある

• 全体として低スコア
• 施策全体の認識度・活
用度向上の対策要

• #36、#38および#39に
ついては、相互に密接
な関連がある

• その他については統計
上の有意差なし

③ 組織風土・風
通し(#41～57)

• 全体として高スコアを示しており、管理職・非管理
職間でも大きな乖離は発生していない

• ただし、特に#49(業務に関するプレッシャー)について
は管理職・非管理職ともにかなり高いネガティブな
値を示しており、高ストレス環境となっている可能性
がある

• 全体として高スコア
• #48(情報共有の十分
性)や#49等、一部低ス
コアについては対策要

• #48については、#41(職
場の風通し)との密接な
関連がある

• その他については統計
上の有意差なし

アンケート結果の全体サマリー
• 「②既存コンプライアンス施策への理解度」についてはコンプライアンスに関係する具体性の高い設問についてはスコアが低くなる傾向が見られた
• 「③組織風土・風通し」については、設問#49の業務プレッシャーについてはネガティブな値を示していることから、「②既存コンプライアンス施策への理解度」のスコア結果と
併せても、早急なコンプライアンス施策の全体的な改善・実行が必要と思われる

• クロス分析においては「管理職／非管理職」間の有意差が顕著であり、役職階層別の研修や各種コンプライアンス施策の実施が必要と思われる



改善施策
本調査におけるアンケート結果の分析を出発点として、各カテゴリのスコアや回答傾向に基づく仮説の
検証を経て、次の6つの施策の提案があった
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カテゴリ 分析結果に基づく仮説 改善施策

• 高スコア結果から全体の意識レベルは高いことが想定さ
れる

• 特定の設問で低スコアをマークする傾向にある点について
は、情報提供の機会不足、配信方法の見直しの必要
性等を示唆している

• コンプライアンス違反に関する理解度や感度といった点の
役職間の認識差は、非管理職によるコンプライアンス違
反(Broken Windows)を助長している可能性がある

• 非管理職は管理職と比較して「①意識・価値観」のスコ
アが相対的に低く、本項においても管理職との明らかな
有意差が認められる点を踏まえると、非管理職において、
コンプライアンス施策の目的や関連性(全体像)が腹落ち
していない可能性が高い

• チェックリストの活用度のみが高スコアをマークした点から、
各施策間の連携に弱みがあると考えられる

• 組織風土・風通しについて現時点において大きな問題は
見受けられないが、業務上のプレッシャーが非常に高く、
過大なストレス要因となっている

• プレッシャーの点について管理職/非管理職間の有意差
が存在しないことから、組織全体の共通の問題(業務領
域の拡大、求められる品質の高度化、優先順位付けの
誤り等)の可能性が伺われる

• プレッシャー軽減策が不足している可能性がある

コンプライアンス施策に係る全体像の提示
コンプライアンス基本方針の明文化や各施策の目的・
位置づけの可視化により、判断基準を統一し、施策の
浸透と現場の自律的実践を促進

コンプライアンス推進体制の整備
各部局にコンプライアンス担当を設置し、3線モデルに
基づき第1線・第2線・第3線が相互に連携を図ること
でリスク管理とコンプライアンス推進を実現

コンプライアンス関連情報の発信強化
内部統制通信を軸に、コンプライアンス情報を受け手
に届きやすい形で配信し、施策の認知度と理解度を
継続的に向上

コンプライアンス研修の見直し
階層・業務別研修を設計・実施し、役職間の意識差
の是正と業務ごとのリスク対応の知識定着を図るとと
もに、研修後の効果測定で継続改善を実現

コンプライアンス関連ツールの強化
コンプライアンス関連ツールの統合や簡易版の整備によ
り活用促進を図るとともに、報告・相談・通報ルートの
認知度を向上させるツールにより取りこぼしを防止

プレッシャー緩和策の強化
業務プロセス・量の可視化により業務の効率化や役割
分担を実施し、定期ストレスチェックによる効果測定で
継続改善を実現 
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【単純集計の各カテゴリ平均スコアおよびスコア(加重平均)の計算方法】

アンケート回答結果

今回のアンケートの設問と回答の結果は次のとおり

単純集計の各カテゴリ平均スコアおよびスコア(加重平均)の計算方法

３カテゴリ項目 (単純)全体平均スコア

①意識・価値観 70.5

②既存コンプライアンス施策への理解度 57.0

③組織風土・風通し 72.3

【スコア算出方法：加重平均】

例：そう思う: 100点
  まあそう思う: 66点
  あまりそう思わない: 33点
  そう思わない: 0点
 ※それぞれの選択肢について回答数を集計のうえ、
  各スコアを乗じて総数を算出

その設問の総回答数を集計
＝ 各設問の

スコア
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カテゴリ別スコア一覧（単純集計）
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属性（問１～問７）

20代以下, 
13.2%

30代, 16.4% 40代, 18.7% 50代, 35.9% 60代以上, 
15.1%

無回答, 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問2：あなたの年齢を教えてください

設問文

1年未満, 
7.4%

1年以上、3年未満, 
9.7%

3年以上、5年未満, 
7.5%

5年以上、10年
未満, 13.8%

10年以上、20年未満, 
12.3%

20年以上、30年
未満, 18.4% 30年以上, 27.5%

無回答, 3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問3：あなたの勤続年数を教えてください

男性, 66.7% 女性, 30.7%

回答したくない, 2.5%

無回答, 0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問1：あなたの性別を教えてください

※回答の比率は小数第1位まで表示（端数処理の都合上、合計が100％にならない場合がある）

設問文 回答比率

設問文

回答比率

回答比率
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回答比率設問文

問4：あなたに当てはまるものを下記から一つ選んでください
常勤職員, 75.4%

任期付職員, 1.0%

再任用職員, 4.7%

他団体派遣職員, 2.1%

会計年度任用
職員, 12.5%

非常勤特別職, 0.3%

臨時的任用職員, 
1.4%

無回答, 
2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問文 回答比率

問5：（問4で「①常勤職員」または「②任期付職員」と回
答した場合）あなたに当てはまるものを下記から一つ選んで
ください

主事級, 15.0% 主任級, 15.9%
主査級(係長、
GL除く), 13.8%

係長、GL, 
12.3%

参事級, 7.2%

課長級(職員の服務管理を行う
立場にある方), 13.4%

部長級以上, 1.5%

無回答, 21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答比率

部局名 比率 部局名 比率

会計管理部 2.0% 健康福祉局 14.1%

危機管理監 3.0% 商工労働局
(産業政策審議官組織を除く) 8.2%

総務局
(経営戦略審議官組織及びDX審議官組織を除く) 15.8% 産業政策審議官組織 0.9%

経営戦略審議官組織 5.8% 農林水産局 13.4%

DX審議官組織 1.1% 土木建築局
(都市建築技術審議官組織を除く) 22.3%

地域政策局（選挙管理委員会を含む） 3.9% 都市建築技術官組織 3.3%

環境県民局 5.1% 無回答 1.2%

設問文

問6：あなたの所属する部局を選んでください
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設問文 回答比率

本庁, 51.7% 地方機関, 48.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問7：あなたは、本庁または地方機関のどちらで勤務されて
いますか
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意識・価値観（問８～問２１）
設問文 回答比率

問8：あなたは、現在の自分の仕事にやりがいを感じていま
すか

そう思う, 29.4% まあそう思う, 51.7%

あまりそう思わない, 14.3%

そう思わない, 4.2%

無回答, 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上位回答（3つ）設問文

自分の仕事の意義や役割を意識できること 74%

自分の仕事について上司や同僚から認められること 52%

家庭の事情や休暇取得への配慮等ワーク・ライフ・バランスが確保されること 48%

問９：あなたは、仕事に対するやりがいや意欲を高めるた
めに有効または必要だと思うものは何ですか

問10：あなたは、広島県職員として満足感や自尊心を
持って仕事に取り組んでおり、自身の職場を周囲の人に勧
めることができますか

おおいに勧め
たい, 14.8% まあ勧めたい, 60.5%

あまり勧めたくない, 19.2%

勧めたくない, 5.2%

無回答, 0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問文 回答比率
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問11：「コンプライアンス」は一般的に法令遵守と説明され
ますが、あなたはその範囲をどのように理解していますか

法令・条例・規
則まで, 13.3%

法令・条例・規則だけでなく、庁内規程やマニュアル等まで, 13.3%

法令・条例・規則や庁内規程、マニュアルだけでなく社会倫理・社会
規範（行動理念を含む）まで, 64.3%

わからない, 7.9%

無回答, 1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問文 回答比率

問13：あなたは、「広島県職員倫理要綱」の存在を認識
し、利害関係のある事業者や個人との間で禁止されている
行為を避けるよう行動できていますか

回答比率設問文

問12：あなたは、過去に広島県で発生した、内部統制評
価報告書上の「重大な不備事案」を知っていますか

設問文

設問文

問14：あなたが業務をする際に確認しているものを選んでく
ださい

報告書を確認しており、事案をよく知っている, 10.1%

報告書を確認しており、事案を知ってい
るが詳細までは知らない, 36.1%

報告書を知っているが、内容を確認していない, 22.2%

報告書の存在や確認方
法を知らない, 28.8%

無回答, 2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答比率

認識しており、禁止行為を避けるよう
行動できている, 67.5%

認識はしているが、禁止行為を避けるよう行動できているかは不安である, 22.2%

認識はしているが、禁止行為の内容は理解していない, 6.6% 認識も理解もしていない, 3.3%

無回答, 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

法令（法律、政令、条例、規則等） 87%

業務マニュアル 85%

通知 79%

上位回答（3つ）
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問15：あなたは、文書等を起案する際に、決裁者や承認
者が確認できる方法で根拠となる法令・規程等を添付して
いますか

問16：あなたは、職場でコンプライアンス上問題があると感
じることを見かけたことがありますか

設問文

設問文

設問文

設問文

問17：あなたは、職員の故意や過失による不適正事案が
発生する要因は何だと思いますか

問18：あなたは、職員の故意や過失による不適正事案を
発生させないようにするには、何が有効だと思いますか

回答比率

している, 70.8%
していない, 

11.4%

文書等を起案する機会がない, 17.4%

無回答, 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答比率

過去1年以内に見かけたことがある, 9.7%

過去3年以内に見かけたことがある, 5.1%

過去に見かけたことがある, 
29.7%

過去に見かけたことはない, 55.1%

無回答, 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上位回答（3つ）

上位回答（3つ）

個人のモラルの欠如 69%

コンプライアンスに関する知識・認識の不足 68%

組織としてのリスク管理体制の不備 55%

職場内のコミュニケーションを良くすること 55%

職場内のチェック体制を強化する仕組み作りを行うこと 50%

コンプライアンスに関する研修を充実させること 45%



問20：あなたは、人事評価制度（評価項目、評価基準、
評価方法等）の存在を認識し、内容を理解していますか

問21：あなたは、あなたの能力、実績等に基づいた適正な
人事評価がされていると思いますか

問19：あなたは、担当する業務で想定されるリスクを理解
していると思いますか

設問文

設問文

設問文

回答比率

回答比率

回答比率

認識しており、内容も理解している, 
36.3%

認識はしているが、内容が理解できているかは
不安である, 44.9%

認識はしているが、内容は理解していない, 15.4%

認識も理解もしていない, 2.1%

無回答, 1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 27.7% まあそう思う, 64.1%

あまりそう思わない, 7.3%

そう思わない, 0.4%

無回答, 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 17.2% まあそう思う, 59.2%
あまりそう思わない, 

18.0%

そう思わない, 5.0%

無回答, 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

13
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問22-2：職場内で相談・通報対象事実を発見した場合
の窓口利用について、⑴～⑹の各窓口で当てはまるものを
選んでください
• ⑵公益通報に係る外部通報窓口

上司や同僚等に相談できるので窓口を利用しない 40%

そもそも窓口の存在を知らないので窓口を利用できない 24%

相談・通報のため窓口を利用する 23%

問22-3：職場内で相談・通報対象事実を発見した場合
の窓口利用について、⑴～⑹の各窓口で当てはまるものを
選んでください
• ⑶セクシュアル・ハラスメントに関する相談窓口

上司や同僚等に相談できるので窓口を利用しない 41%

相談・通報のため窓口を利用する 31%

そもそも窓口の存在を知らないので窓口を利用できない 13%

設問文

設問文 上位回答（3つ）

上位回答（3つ）

設問文

問22-1：職場内で相談・通報対象事実を発見した場合
の窓口利用について、⑴～⑹の各窓口で当てはまるものを
選んでください
• ⑴公益通報に係る内部通報窓口

上司や同僚等に相談できるので窓口を利用しない 45%

相談・通報のため窓口を利用する 24%

そもそも窓口の存在を知らないので窓口を利用できない 16%

上位回答（3つ）

既存コンプライアンス施策への理解度（問２２～問４０）

問22-4：職場内で相談・通報対象事実を発見した場合
の窓口利用について、⑴～⑹の各窓口で当てはまるものを
選んでください
• ⑷パワー・ハラスメントに関する相談窓口

上司や同僚等に相談できるので窓口を利用しない 41%

相談・通報のため窓口を利用する 32%

そもそも窓口の存在を知らないので窓口を利用できない 14%

設問文 上位回答（3つ）
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問22-5：職場内で相談・通報対象事実を発見した場合
の窓口利用について、⑴～⑹の各窓口で当てはまるものを
選んでください
• ⑸人事評価制度相談窓口

上司や同僚等に相談できるので窓口を利用しない 35%

そもそも窓口の存在を知らないので窓口を利用できない 26%

相談・通報のため窓口を利用する 21%

設問文 上位回答（3つ）

問23：あなたは、「コンプライアンス研修」が、職員のコンプ
ライアンス意識の向上に役立っていると思いますか

設問文

設問文

設問文

問24：研修のどの点が役立っている（いない）と思うか教
えてください

回答比率

有効（知識習得・再認識） 21%

有効（意識付け・注意喚起） 15%

効果が限定的（一過性・定着不足） 11%

上位回答（3つ）

問25：あなたは、庁内イントラネットで隔月配信されている
「内部統制通信」を認識し、閲覧していますか 認識しており、閲覧している, 32.0% 認識はしているが、閲覧していない, 

37.7%
認識も閲覧もしていない, 30.2%

無回答, 0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答比率

そう思う, 15.1% まあそう思う, 55.9% あまりそう思わない, 23.4%

そう思わない, 5.3%

無回答, 0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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問26：（問25で「①認識しており、閲覧している」と回答し
た場合）「内部統制通信」に掲載されるテーマの内、コンプ
ライアンス意識の向上に効果があったと感じるものを選んでく
ださい（※問25：「内部統制通信」を認識し、閲覧してい
ますか）

不適正事案の振り返り 87%

他自治体の不適正事案の紹介 37%

コラム（コンプライアンス便り） 22%

問27：（問25で「②認識はしているが、閲覧していない」と
回答した場合）閲覧していない理由について、最も当ては
まるものを選んでください（※問25：「内部統制通信」を
認識し、閲覧していますか）

問28：今後「コンプライアンス研修」や「内部統制通信」で
扱ってほしいテーマを教えてください

問29：あなたやあなたの職場が、直近の「コンプライアンス
推進月間」で取り組んだものを選んでください

閲覧する時間がない 58%

掲載内容に関心がない 17%

閲覧方法がわからない 15%

具体事例・ケーススタディ 18%

業務プロセス・仕組み化 8%

基礎・全体像・倫理 7%

研修動画の視聴 64%

知事メッセージの視聴 35%

前年度の不適正事案の振り返り 32%

設問文 上位回答（3つ）

設問文 上位回答（3つ）

設問文 上位回答（3つ）

設問文 上位回答（3つ）
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上位回答（3つ）設問文

問30：「コンプライアンス推進月間」で実施した取組みのう
ち、コンプライアンス意識の向上に効果があったと感じるもの
を選んでください

研修動画の視聴 48%

前年度の不適正事案の振り返り 33%

効果があったと感じる取組みがない 19%

扱っている, 45.8% 扱っていない, 33.4% わからない, 20.3%

無回答, 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問31：あなたの職場では、県民の権利義務に直接影響を
及ぼす業務を扱っていますか

活用している, 74.1%
活用してい
ない, 13.6%

わからない, 
12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問32：（問31で「①扱っている」と回答した場合）あなた
の職場では、当該業務を進める際に、事務処理ミスを防止
するためのチェックリスト等を活用していますか

※問32・34の回答比率は無回答を除いた比率を表示

設問文

設問文

回答比率

回答比率

問33：（問32で「②活用していない」と回答した場合）
チェックリスト等を活用していない理由について、最も当ては
まるものを選んでください（※問32：チェックリストを活用し
ていますか）

設問文 上位回答（3つ）

チェックリスト等が整備されていない 46%

チェックリスト等の有無を把握していない 23%

チェックリスト等の必要性を感じない 19%



18

問35：（問34で「②活用していない」と回答した「係長、グ
ループリーダー」「参事級」「課長級」の職員に限る）「文書
処理簿」を活用していない理由について、最も当てはまるも
のを選んでください（問34：文書処理簿を活用しています
か）

問37：（問36で「②認識はしているが、活用していない」と
回答した場合）「リスク評価シート」を活用していない理由
について、最も当てはまるものを選んでください（※問36：
あなたは、「リスク評価シート」の存在を認識し、活用してい
ますか）

文書処理簿が整備されていない 31%

文書処理簿の必要性を感じない 27%

文書処理簿の有無を把握していない 25%

「リスク評価シート」の格納場所がわからない 32%

「リスク評価シート」の活用方法がわからない 32%

「リスク評価シート」の必要性を感じない 22%

設問文

設問文

問36：あなたは、業務ごとに確認すべき法令・マニュアル等
が整理された「リスク評価シート」の存在を認識し、活用して
いますか

設問文

回答比率

上位回答（3つ）

上位回答（3つ）

認識しており、活用し
ている, 21.5%

認識はしているが、活用してい
ない, 29.6%

認識も活用もしていない, 48.3%

無回答, 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

問34：（問31で「①扱っている」と回答した「係長、グルー
プリーダー」「参事級」「課長級」の職員に限る）あなたの職
場では、当該業務の進行状況を管理するツール（文書処
理簿）を活用していますか

設問文 回答比率

活用している, 
61.3%

活用していない, 26.0%
わからない, 

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



設問文

問39：「コンプライアンス研修」や「リスク評価シート」等上
記の各取組みが内部統制の一環として実施されていること
を理解していると思いますか

設問文

問40：コンプライアンス違反防止のため重点的に取り組む
べきだと思うものを教えてください

上位回答（3つ）

回答比率

研修・教育・周知 28%

組織風土・心理的安全性・コミュニケーション 15%

処分・採用・評価の厳格化（インセンティブ含む） 10%

そう思う, 19.0% まあそう思う, 42.9%
あまりそう思わ
ない, 14.5%

そう思わない, 4.7%

無回答, 18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

設問文

問38：あなたは、あなたの職場で不適正事案が発生した
際に、当該事案について報告すべき内容・ルート・期限を理
解していると思いますか

回答比率

そう思う, 15.8% まあそう思う, 39.6% あまりそう思わない, 29.0%
そう思わない, 

14.8%

無回答, 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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設問文

設問文

問41：あなたの職場は、お互いに意見を言ったり、仕事上
の悩みや課題を相談しやすい職場だと思いますか

問42：（問41で「③あまりそう思わない」または「④そう思
わない」と回答した場合）意見を言ったり、相談しにくい理
由について、当てはまるものを選んでください（※問41：あ
なたの職場は、お互いに意見を言ったり、仕事上の悩みや
課題を相談しやすい職場だと思いますか）

上位回答（3つ）

回答比率

意見や相談をする雰囲気や機会がない 52%

意見や相談をしても採用してもらえず、意味がないと思う 30%

意見や相談により他の職員からのいやみや圧力があり、仕事がしにくくなる 27%

組織風土・風通し（問４１～問５７）

設問文

問43：あなたは、上司からの指示に疑問を感じた際に、質
問したり意見を言ったりすることができると思いますか

そう思う, 39.6% まあそう思う, 48.6%

あまりそう思わない, 8.4%

そう思わない, 3.1%

無回答, 0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答比率

そう思う, 41.6% まあそう思う, 47.6%

あまりそう思わない, 8.2%

そう思わない, 2.2%

無回答, 0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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設問文

問44：（問43で「③あまりそう思わない」または「④そう思
わない」と回答した場合）質問や意見を言いにくい理由に
ついて、当てはまるものを選んでください（※問43：あなた
は、上司からの指示に疑問を感じた際に、質問したり意見
を言ったりすることができると思いますか）

設問文

問46：（問45で「③あまりそう思わない」または「④そう思
わない」と回答した場合）上司に報告できない理由につい
て、当てはまるものを選んでください（※問45：あなたは、
仮に自分がミスをした場合に、速やかに上司に報告ができる
と思いますか）

問45：あなたは、仮に自分がミスをした場合に、速やかに
上司に報告ができると思いますか

設問文

設問文

問47：あなたは、上司に報告・連絡・相談をした際に、上
司から適切な指示やフィードバックを受けていると思いますか

回答比率

回答比率

上位回答（3つ）

上位回答（3つ）

そう思う, 60.7% まあそう思う, 37.0%

あまりそう思わない, 1.8%

そう思わない, 0.1%

無回答, 0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 49.1% まあそう思う, 41.9%

あまりそう思わない, 6.8%

そう思わない, 1.3%

無回答, 0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

上司に迷惑を掛けてしまう 42%

報告しても、解決しないと思う 35%

上司が忙しく報告する時間がない 23%

上司との関係性を悪化させたくない 37%

上司との普段からのコミュニケーション不足により、質問や意見を言いにくい 35%

自分の意見に自信がない 34%
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設問文

問48：あなたの職場では、各職員の業務の内容・量、進
捗状況について情報共有が十分にできていると思いますか

設問文

問49：あなたの職場では、業務処理のスピードや業務品
質の確保、目標達成等についてプレッシャーを感じますか

設問文

問50：あなたの職場における業務の引継ぎについて、当て
はまるものを選んでください

設問文

問51-1：あなたの職場での〈情報管理〉について、各項目
で最も当てはまるものを選んでください
⑴個人情報保護法やその他法令等に基づいて個人情報
が適正に管理できている

上位回答（3つ）

回答比率

回答比率

回答比率

そう思う, 23.8% まあそう思う, 52.8% あまりそう思わ
ない, 17.3%

そう思わない, 3.9%

無回答, 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

強く感じる, 16.2% まあ感じる, 49.0% あまり感じない, 29.3%

感じない, 3.9%

無回答, 1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 39.2% まあそう思う, 55.4%

あまりそう思わない, 4.0%

そう思わない, 0.7%

無回答, 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

十分に引継ぎができている 45%

時間を確保できないため引継ぎができていない 26%

業務に専門的な知識が含まれるため引継ぎができていない 19%
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設問文

問51-2：あなたの職場での〈情報管理〉について、各項目
で最も当てはまるものを選んでください
⑵「広島県文書等管理規則」等の規定や「文書事務の手
引」等に基づいて公文書が適正に管理できている

設問文

設問文

設問文

問52：（#51で「③あまりそう思わない」または「④そう思わ
ない」と1つ以上回答した場合）適正に管理できていないと
思う理由を教えてください（※問51：あなたの職場での
〈情報管理〉について、各項目で最も当てはまるものを選ん
でください）

問53-1：あなたの職場での〈ミス防止策に関する取組み〉
について、各項目で最も当てはまるものを選んでください
⑴ダブルチェックの実施やマニュアルの整備等、ミスを防止す
る仕組みが整っている

問53-2：あなたの職場での〈ミス防止策に関する取組み〉
について、各項目で最も当てはまるものを選んでください
⑵ミスが発生した場合に組織として再発防止に取り組む雰
囲気がある

回答比率

回答比率

回答比率

上位回答（3つ）

そう思う, 28.4% まあそう思う, 56.4% あまりそう思わ
ない, 13.0%

そう思わない, 1.9%

無回答, 0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 30.0% まあそう思う, 62.0%

あまりそう思わない, 6.3%

そう思わない, 1.0%

無回答, 0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 43.2% まあそう思う, 49.1%

あまりそう思わない, 5.0%

そう思わない, 1.1%

無回答, 1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

規則・手引の未周知／理解不足 26%

管理体制・指導・研修の不足（管理職の関与不足含む） 13%

意識・モラルの低さ／ケアレスミス 9%



24

設問文

問53-3：あなたの職場での〈ミス防止策に関する取組み〉
について、各項目で最も当てはまるものを選んでください
⑶他の職場で生じたミスも「自分事」と捉えて類似のミス防
止に取り組む雰囲気がある

設問文

問54：あなたの職場は、ワーク・ライフ・バランスを尊重する
雰囲気があると思いますか

設問文

問55：あなたの職場では、ハラスメント（※）を許さない
雰囲気があると思いますか（※パワー・ハラスメント、セクシュ
アル・ハラスメント、妊娠、出産、育児または介護に関するハ
ラスメント等を指します）

設問文

問56：あなたは、過去にハラスメント（※）に該当する可
能性のある行為を見かけたことがありますか（※パワー・ハラ
スメント、セクシュアル・ハラスメント、妊娠、出産、育児また
は介護に関するハラスメント等を指します）

回答比率

回答比率

回答比率

回答比率

過去1年以内に見かけたことがある, 12.8%

過去3年以内に見かけたことがある, 7.6%

過去に見かけたことがある, 32.4% 過去に見かけたことはない, 46.5%

無回答, 0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 39.6% まあそう思う, 47.0%

あまりそう思わない, 9.5%

そう思わない, 3.1%

無回答, 0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 47.0% まあそう思う, 42.5%

あまりそう思わない, 5.8%

そう思わない, 2.5%

無回答, 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う, 26.8% まあそう思う, 52.3%
あまりそう思わ
ない, 16.0%

そう思わない, 2.1%

無回答, 2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%



25

設問文

問57：（問56で「①過去1年以内に見かけたことがある」、
「②過去3年以内に見かけたことがある」または「③過去に
見かけたことがある」と回答した場合）あなたは、ハラスメン
トについて誰かに相談し、解決しましたか（※問56：あな
たは、過去にハラスメントに該当する可能性のある行為を見
かけたことがありますか）

上位回答（3つ）

誰にも相談できず、解決しなかった 25%

上司に相談したが、解決しなかった 15%

誰にも相談しなかったが、解決した 14%


